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本稿では、教職「福祉」課程における福祉科教育法の教科書・副読本（＝教科書等）について調
査研究を行った。
その結果、福祉科教育法を教授するために活用されている、現在の教科書・副読本は、国や教育
現場から求められる内容を教授するには不十分であることが明らかになった。今後は、紙媒体の限
界を考慮し、デジタル化への対応を念頭におき、教材研究を推進していく必要があると考えられた。
その際、福祉に関する研究の高度化が望まれ、それを基礎とした、科学的な根拠のある教科書が、
教育現場との日常的な協働の中から開発されることが求められる。
キーワード：福祉科教育法、教科書、教材開発研究
Ⅰ．問 題
高等学校における職業教育は、農工商業・水産・
家庭・看護・情報・福祉など職業に関する教育を行
う専門高校を中心に行われている。2016（平成28）
年 5月現在、専門高校の生徒数は約61万人で、高等
学校の生徒数全体の18.5％を占めている。うち福祉
は、9,200人（0.3％）・95校で教育されている。専
門高校は、有為な職業人を多数育成するとともに、
望ましい勤労観・職業観の育成や豊かな感性や創造
性を養う総合的な人間教育の場として、大きな役割
を果たしている。専門高校の重要性は、中央教育審
議会が2011（平成23）年に答申した「今後の学校に
おけるキャリア教育・職業教育の在り方について」
でも明確に示されている。とくに高校においては、
「中学校における教育の基礎の上に、心身の発達及
び進路に応じて、高度な普通教育及び専門教育を施
すこと」（学校教育法第50条）を目的とし、「一人一
人のキャリア発達を促す観点」が強調されている。
このような観点から専門高校では、高度化した教育
をなせる環境が求められている。求められる環境と
は、高度な教育をなし得る設備や施設などハード面
であると共に、人材としての教員や学びを促進する
ツールとしての教科書・副教材等ソフト面にも及ぶ。
本稿では、ソフト面を検討する。
文部科学省は、2009（平成21）年 3月に学校教育
法施行規則の一部改正と高等学校学習指導要領の改
訂を行い、2013（平成25）年 4月「高等学校等の新
学習指導要領の実施に当たって（通知）」において、
新しい高等学校学習指導要領等を年次進行で実施す
るための留意事項を示した。この通知にいう「言語
活動の充実」では思考力・判断力・表現力等を育む
ための授業の 9つの工夫が例示されている。その例
示はいずれも生徒が主体となる参加型学習や、協同
してアクティブに学ぶ協同学習の方法として確立さ
れてきており、教育の双方向性やライブ性が重んじ
られる手法だ。こうした双方向性やライブ性を重ん
じた実践的な教育は、対人援助専門職養成における
高等教育では従来から「演習」として実施されてお
り、稀ではない。「講義－演習－実習指導－実習」
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1 ）人間福祉学部人間福祉学科
という循環性のあるカリキュラムの中で、実践力の
向上をめざす教育として組み込まれてきた教育形態
である。したがって、こうしたカリキュラムをベー
スに持つ福祉専門職養成を行う福祉系大学で教職「福
祉」の免許を取得した者は、大学で学んだ手法を、
高校「福祉」の授業に役立てられるベースを持つ。
対面する生徒一人ひとりの実態に即して、双方向性
やライブ性を重んじたアクティブ・ラーニングを展
開し、生徒一人ひとりの個別指導を適切に実施でき
る可能性がある。専門高校における職業教育・キャ
リア教育について中央教育審議会は「生涯にわたる
キャリア形成」を認識させ、キャリア教育を行う教
員は、キャリア達成時の職業人像を伝達できる必要
があると答申した。この意味において、専門高校で
「福祉」を教育する教員が、「福祉」の職業人像に精
通し、「福祉」に関する知識・技術・価値並びに職
業人としての姿勢を伝達し得る福祉系資格者である
ことは重要だ。田中・立花（2013）は、将来の職業
選択を行うために、伝えるべきは何かを問い、その
一つに「像」があるとした。「像」とは、福祉職の
職業像である。
それに加えて、高校生に的確に「像」を伝えられ
る教科書や視聴覚教材を含めた副読本・教材の開発
は、生涯にわたる福祉教育をより一層、充実させて
いくために高度化がめざされる必要がある。
このことを踏まえて、筆者は専門高校「福祉」科
で「福祉」を伝達する教員を養成する教職課程を有
する高等教育機関である大学で、どのように人材を
養成しようとしてきたのかを検討課題とする。その
うち、本稿では上記のことを踏まえて福祉系資格者
養成課程を有し、かつ教職「福祉」の免許を与えて
いる大学に焦点を絞り検討する。また、学生の主体
的な学びと実質的な学修時間の確保（中教審・学士
力答申，2008）を念頭におき、教科書や参考資料・
副読本（以下「教科書等」という。）にターゲット
を絞り吟味する。教職福祉科課程は、教育職員免許
法及び教育職員免許法施行規則に取得すべき科目・
単位数等が定められている。このうち、「教科に関
する科目」に該当する科目群は上述の「循環性のあ
る実践力の向上をめざしたカリキュラム」に含まれ、
検討の対象としない。したがって法及び規則にいう
「教職に関する科目」に焦点を当てる。「教職に関す
る科目」のうち、専門高校「福祉」科の専門科目の
指導・教授力を学生に獲得させるための科目は、福
祉科教育法等（＝養成課程を有する大学において科
目名称が多様であるため、免許法施行規則に規定さ
れた科目のうち、教育課程及び指導法に関する科
目・各教科の指導法に該当する「福祉科教育論」や
「福祉科教育法」「福祉科指導法」などの科目名称を
総称する。）であるので、同科目の教科書等につい
て検討する。
Ⅱ．方 法
2016年度において教職「福祉」の教育課程を有す
る大学は109校であり、福祉科教育法等のシラバス
(＝授業計画)を概ね当該大学のホームページに公開
している。公開されているシラバスを逐一、コピー
あるいはダウンロードするという方法で収集した。
収集したシラバスはExcel に転記し、大学名並びに
担当教員名を匿名化し、ID を付して整理した。整
理したシラバスデータの中に記されている教科書等
を本稿の分析対象とした。分析対象とした教科書等
は、表 1のとおりである。
検討対象とした教科書等は33点であり、その内、
高校の授業で国の検定を経て教科書として指定され
ている 6 点が含まれた（表 1 中の書名の右列)。こ
の 6点については、分析の対象としていない。また、
ある大学で「教科書」とされながら、他の大学で「参
考資料」とされていた書籍については、記述されて
いる内容から判断し「教科書」という捉え方を優先
させた。
以下で行う教科書等の分析は、文献資料調査の結
果、社会福祉学の研究成果のみでは不十分であると
判断したため、教育学における教科書研究の視点を
援用することとした。教科書等の 2区分は、表 1中
の右端、「シラバス表示」欄に区分した。また、「参
考」とは、参考資料や副読本としてシラバス上に掲
載されていた資料であり、発刊年の古い順で整理し、
記号を付加した。この［教科書＝Ａ～Ｌ］並びに［参
考＝ア～ソ］は、以下の分析・考察においても同様
な表記として活用しており、本文中で当該教科書等
の名称や著者名、出版年、出版社表記は省略する。
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表 1 福祉科教育法等のシラバスに明記されている教科書等
Ⅲ．結 果
（1) 教科書とは何か
文部科学省によれば、教科書とは、「小学校、中
学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校及び
これらに準ずる学校において、教育課程の構成に応
じて組織排列された教科の主たる教材として、教授
の用に供せられる児童又は生徒用図書であり、文部
科学大臣の検定を経たもの又は文部科学省が著作の
名義を有するもの」とされている（発行法第 2条）。
全ての児童生徒は、教科書を用いて学習する必要が
あり、教科書には①文部科学省の検定を経た教科書
（文部科学省検定済教科書）と②文部科学省が著作
の名義を有する教科書（文部科学省著作教科書）が
ある。学校教育法第34条には小学校においては、こ
れらの教科書を使用しなければならないと定められ
る。この規定は、中学校、義務教育学校、高等学校、
中等教育学校、特別支援学校にも準用される。教科
書の学校教育の中での位置付けは、教育課程におけ
る教科の主たる教材とされている。また、全国的な
教育水準の維持向上を図るものであり、学習指導要
領に示された教科・科目等に応じて作成されている。
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教科書 参考
1 1999年 竹川訓由・他『「福祉・ボランティア教育」の授業プラン』明治図書 ア
2 高野利雄『福祉とボランティアの授業のすすめ方』筒井書房 イ
3 阪野貢『福祉教育の理論と実践－新たな展開を求めて』相川書房 ウ
4 矢幅清司・細江容子編著『改訂高等学校学習指導要領の展開 「福祉」』明治図書 エ
5 西尾祐吾・上續宏道『福祉教育の課題―今日におけるその実践をふまえて』晃洋書房 オ
6 硯川真旬・柿本誠編『福祉教科教育法』ミネルヴァ書房 A
7 大橋謙策編『福祉科指導法入門』中央法規出版 カ
8 桐原宏行編著『福祉科教育法』三和書籍 B
9 WWR研究会『「ひとり」を支える女性たち』学文社  キ
10 近藤久史『福祉科教育学』明石書店 C
11 伊藤一雄・山口洋史『福祉への道標―教職のための社会福祉』サンライズ出版 ク
12 2007年 阪野貢・木下康彦編著『福祉科教育法の構築と展開』角川学芸出版 D
13 川廷宗之編著『社会福祉士養成教育方法論』弘文堂 E
14 川廷宗之編著『介護教育方法論』弘文堂 F
15 田村真広・保正友子編『高校福祉科卒業生のライフコース』ミネルヴァ書房 G
16 2009年 齋藤友介・他編『大学生のための福祉教育入門』ナカニシヤ出版 ケ
17 保住芳美『高等学校新学習指導要領の展開　福祉科編』明治図書出版 H
18 文部科学省『高等学校学習指導要領解説福祉編』海文堂出版 I
19 教育実習を考える会編『教育実習生のための学習指導案作成教本 社会・地歴・公民科』蒼丘書林 J
20 飯干紀代子『今日から実践 認知症の人とのコミュニケーション』中央法規 コ
21 山崎美貴子・他監修『福祉301 社会福祉基礎』実教出版
22 田中由紀子・他監修『福祉302 介護福祉基礎』実教出版
23 上野谷加代子・原田正樹『新福祉教育実践ハンドブック』全国社会福祉協議会 K
24 西尾祐吾監修『福祉と教育の接点』晃洋書房 サ
25 伊藤良高編著『教育と福祉の課題』晃洋書房 シ
26 岡 多枝子『青年期に福祉を学ぶ』学文社 L
27 田中由紀子・他監修『福祉303　生活支援技術』実教出版
28 川井太加子・他監修『福祉304　こころとからだの理解』実教出版
29 川井太加子・他監修『福祉305　コミュニケーション技術』実教出版
30 川井太加子・他監修『福祉306　介護過程』実教出版
31 成清美治・加納光子編集代表『現代社会福祉用語の基礎知識 第12版』学文社 ス
32 2016年 市川須美子・他『教育小六法』学陽書房 セ
33 2017年 藤田久美編著『アクティブラーニングで学ぶ福祉科教育法』一藝社 ソ
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教科書の内容の更新は、文部科学省検定を経て、通
常、4年毎に行われている。この定義を念頭におき、
教科書等の研究動向を確認していく。
(2) 教科書検討の視点
教科書に関する研究成果として河南（1994）があ
る。河南の教科書類型化の研究は「教科書改革論」
と「教科書活用論」による。その特徴は、教科書改
革論に立脚した教科書活用論において教科書は、教
授・学習の過程を予測して作成すべきであり、授業
シナリオである。教師による授業前の授業設計には
使えるが、授業そのものの場では使えない。すなわ
ち、教科書があると「考える」のではなく「答えを
探す」になる。また、「読む」「理解する」に終結し
がちになると述べている。教科書批判を前提とした
研究の問題点を河南から引用しておけば、①社会事
象間の関連を因果的に追求するような教科書記述に
なっていない、②子どもに習得させるべき概念的知
識を明示していない、③学習指導過程を組み込んだ
記述になっていない等が指摘されている。また教科
書活用を前提とした研究の問題点は、①記述内容を
分析・構造化する作業としての研究、②記述されて
いる知識の分類と目標設定の方法の妥当性を問う研
究、③記述された内容に「隠された問い」を発掘す
る方法に関する研究にとどまると指摘されている。
教科書の検討には「執筆者の専門性」も検討され、
執筆者は誰なのか、そして執筆者のバックボーンで
ある専門性は何なのかも問われる。
江口ら（2004）は、「家庭総合」の教科書におけ
る子どもの権利に関する記述について検討してい
る。それによると、検討したすべての教科書が条約
を取り上げているが、障害をもつ子どもの福祉の記
述はほとんどみられなかったと報告している。人権
に関する記述を検討する際、何をどのように取り上
げるのかだけではなく、「条約や規定、倫理綱領」
など、事実・条文・解説の取り上げ方のレベルと基
準が必要である。岡田（1983）は、福祉教材が中学
校では「政治・経済・社会」「公民」、高校では「政
治・経済」に配当されており、学年配当の妥当性を
問いかけた。佐藤・井出・宮崎（2005）が述べてい
るように、テキストからキーワードが抽出されれば、
それを構造分析し、構造模式図が構築され得る。そ
うでなければ、テキストの内容が論理的で体系的と
は言いがたいと考えられた。久保（2000）は、1996
年教科書検定の合格本・不合格本・再検定本の内容
を検討し、その比較結果から 1、家族の挿絵や写真
の多少、 2、多様な家族像、 3、定義、 4、家族の
変化、 5、結婚や出産、自立、 6、家庭の機能の記
述分量や書き方に差異が認められると指摘した。ま
た、久保（2010）は、2009年 3 月に高等学校学習指
導要領が改訂され、家庭科に「持続可能な社会」が
明記され、家庭科を通じて生徒が「ライフスタイル
を確立していく力」の修得がめざされていると指摘
する。つまり、「自分と向き合う力を養う＝家庭科」
なのだ。こうした動向を踏まえて、久保は①課題の
指摘、②個人的解決、③社会的解決、④主体的参画
を教科書研究の視点とする。
安藤（2008）は、中学校社会科教科書を研究対象
に、研究対象となる教科書ごとに、①学習指導要領
との対比、②該当部分の記述分量、③比較項目が教
科書総ページ中の何％を占めているのか、④各々の
項目の比重等を比較した調査を行っている。教科書
研究は、教科書の形式・体型という視点からも多く
行われてきた。
増田（2014）は、介護福祉教育における医療的ケ
アが、人の命に関わり、ケアの記述や知識はテキス
ト、教材だけでは十分に伝えにくい。ゆえに介護福
祉の授業の展開は知識・技術の受け渡しのみでなく、
臨床の場によって担われていくことが重要である
と、紙教材の限界を指摘している。
中谷（2015）は、科目「保育原理」のテキストを
分析し、「変わらないもの／変えてはいけないもの」
を明確に示す必要があると述べた。続く2017年に中
谷（2017）は、キーワードの構造分析を行っている。
そこから得た原理性は、①認識原理、②実践的原理、
③人類共通の普遍的原理、④中核的原理であったと
述べている。この原理と関連づけられる考察とし
て、スウェーデンの中学教科書『あなた自身の社会』
訳した川上（1997）は、この教科書が①「実社会へ
の手引き」になっている、②社会的存在としての人
間に、様々な角度から光を当てている、③積極的な
姿勢が貫かれている、④子どもたちが自分自身の意
見を持つことを徹底して奨励している、⑤社会は自
分たちの手で変革できることを教えている、と評価
している。スウェーデンの教材を活用した授業実践
報告として二文字ら（2008）によれば、教材の国際
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比較、大学で行う「演習」の授業を如何に高校生へ
の教育にブレイクダウンさせるのか、幼少期に慣れ
親しんだ「絵本」を教材として如何に活かしていく
のか、など具体的な教育の工夫が紹介されている。
教科書研究は、①教科書の活用方法、②伝えるべ
き原理・原則並びに理論、③教材としての形態・体
系、④国際比較、⑤小中高大の連続性や教えるべき
レベル・線引きなどに類型化できる到達点を持つ。
(3) 副読本・教材検討の視点
渡辺（1999）は、福祉教育の副読本が「他の補助
的な教材と共に種類や量、共にますます増加する」
場合、それらに「過度な期待をし、教え込もうとす
れば、形式主義に陥る危険性がある」と指摘する。
大宮（2000）の生教育の試みは、①課題解決学習、
②感性に呼びかける学習、③直接話を聞き受け止め
感じる学習という原則の下に、視聴覚教材や外部講
師の講話を用いて組み立てられた。牧野（2003）は、
ネイチャーゲームの一つである、フィールドビンゴ
という教材を作成し、学生に自然認識の高揚を働き
かけている。牧野の教育実践は社会福祉教育にいう
フィールドワークに相当する。福祉の実践力アップ
の学びのスタイルとしての「演習・実習」に近い。
播本（2005）は、福祉の事例作成における留意点や
工夫など、その事例教材に盛り込む内容を検討して
いる。播本は「事例を用いた演習では、一つ一つの
事例に対する学生の反応を予測しておくことが、授
業の展開に必要」とし、演習授業のライブ性・即応
性に言及する。つまり、学生の反応は、授業の展開
の見直しのプロセスを提供することになるだろう。
ライブ性や即応性を求められる演習授業は、常に変
化する、変化させられなければ、学生への個別対応
が困難な学習法である。その意味で、播本が言うよ
うに「教材としての演習用の事例作成は、通常の事
例検討会などに提出する事例の書き方とは違い、授
業の目的や学生に与える課題によって、情報量の調
整をする」ことが求められ、「説明をするときも過
不足なく、特に過剰な情報を提供してしまうことな
く演習を進めていくこと」が教員の力量の一つであ
ると考えられる。シラバス上に事前学習課題として
表示すると「事例を読んでくること」と簡略化され
がちであるが、実際には多くの課題を内包する。
石川ら（2006）は、Web を用いた教材を開発し、
Webによる小テストを取り入れ、自己学習課題の充
実を図っている。それは短期的な学生からのフィー
ドバックを取り入れた教育方法となっており、それ
の積み重ねが長期的な記憶となり、恒常的な学力と
なることが期待されている。清宮・古川（2008）に
よる授業研究からの示唆は、①テキストとは、授業
（案）作成過程に影響を与え、両者はリンクしてい
なければならない、②資格取得のための養成課程は
国が示す教育すべき内容を「準拠するべき」、③学
生に対する「フィードバック」として、教科書等の
改訂が求められる、④教科書等改定の方法、スパン
（長さ・期間）の吟味、⑤「紙媒体」での見直しの
十分な検討が求められる。
吉川（2005）は、現代の若者がマンガに親しんで
いることを受けて、マンガを用いた教材開発を行い、
ナラティブアプローチの手法を効果的に伝達しよう
とした。続く研究で吉川（2007）は、マンガ教材が
①ふり返りが容易、②意図的な情報操作が可能、③
解釈の多義性を活かせ、紙に物語性を持たせること
ができる。そして、マンガ教材を用いて、プログラ
ム評価を行い、教材を如何に評価するのか、学習内
容の理解度評価と合わせて、焦点化した検討がなせ
るとする。吉村（2009）は、当事者が参画して聴覚
教材づくりをし、それにより専門教育を行う理由や
効果を報告している。また、大溝（2014）は、授業
が生き物である。効果的な教材と優れた演出力は教
員個人のスタイルに適合した教材選定能力と構成
力、授業舎の視点で教材を咀嚼・理解を経て、適切
な提示方法（アクティブ・ラーニングの手法）では
じめて実現可能になると指摘する。学生一人ひとり
の感性を形にする教育は、言語的コミュニケーショ
ンの不十分さに付加される新たなコミュニケーショ
ンの形を形成していく契機になるかもしれない。近
藤（2006）は、当事者、家族および専門職を対象と
した情報提供のあり方も、子どもの学習にとり、関
心や理解を深めることになり、他の教材や学習活動
との有機的な連結の下、使用されると、全国レベル
の迅速で、正確な、役立つ情報提供と国際交流・全
国交流、当事者の視点、科学的根拠にもとづく実践
プログラムとしての効果が期待できる可能性も広が
ると述べている。
森田・藤田（2001）は、テキストの「紙からデー
タへ」を提唱する。森田・藤田がいうハイパーテキ
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ストは「従来の文学理論を実証するツールとしての
みならず、その理論的射程を超えた様々な問題を顕
在化させる。紙媒体に基づく創造力の論理と電子媒
体上の実験に基づく実践の論理との接合により、新
たな文学理論が発生することが期待できる。読者と
作者との関係に着目した文学理論の系譜について触
れ、この理論を検証する場」となり得ると述べてい
る。テキストのハイパー化は、作者と読者の交流を
可能とし、行間を読むことを可能とするかもしれない。
このように副読本・教材に関する議論は多義にわ
たり、社会の ICT 化を受け止め、活用し、見える
化し、教師と児童生徒との双方向性を確保しつつ、
アクティブ・ラーニングを推進する方向で進化を続
けている。
(4) 社会福祉と教科書
一番ヶ瀬(1972)は、社会福祉が国民の権利として
定着していくためには、社会福祉要求運動や政治状
況、階級的力関係という直接的要因があり、そこで
教育の果たす役割は大きいという。そのため社会福
祉を考える立場から、教育への発言・点検は、常に
なされなければならないことの一つだと指摘した。
一番ヶ瀬は自らの高校教員経験を踏まえて、社会福
祉の実質化のための研究の推進に携わった。その到
達点は、「社会福祉教育が徳目主義に陥らず、日常
的な問題として、人権感覚を前提に、生活現実にせ
まる教育、あるいはそこから出発する教育によって
こそ、社会福祉への科学的認識はより深まる」とい
うものである。藤本（1972）は、精神薄弱（当時の
ママ）問題について、一般の人々の無知や誤解から
生まれてくる不幸な事態を防ぎ、偏見や差別のない
明るい社会を、みんなの連帯の力で建設していくこ
とをめざして組織的な当事者運動を展開した。藤本
は、保健体育科の教科書が①精神薄弱の出現の原因、
遺伝が強調されすぎている、②精神薄弱児の人格が
無視されている、③障害児は義務教育が受けられな
い、④感情が劣ると誤解されているなどの問題点が
あることを指摘した。阪野（1982）は、教科書にみ
る社会福祉・社会保障と題して、「公民的分野」の
中学校社会科教科書の比較検討を行っている。その
結果を踏まえて阪野は「福祉教育は、社会福祉・社
会保障についてのたんなる知識教育ではなく、人間
の全面的発達にかかわる全人的な教育である。」「福
祉教育は、人間性の尊重を基調にして、相互扶助精
神や社会連帯意識の高揚と福祉活動への実践意欲の
涵養を図るものである。」「福祉教育副読本の必要性
は、福祉教育に体験学習や生活経験学習が不可欠で
あるからだ」と述べている。
社会福祉を専門とする一番ヶ瀬や藤本、阪野らの
指摘にあるように「福祉」の教科書に記されるべき
ことは、人々の生活支援や全人的権利に焦点化され
る。そうであるならば、本稿の焦点である高校福祉
科の教員養成課程で活用されるに適した教科書等を
研究し開発していく際、社会福祉の専門家と現に教
育を行っている教育者との協働が重視され、時代を
先取りした生活支援や人権思想を踏まえて、教科書
等を検討していくことが常に試行されなければなら
ないだろう。
Ⅳ．考 察
宮嶋(2017)は、福祉科教育法等のシラバス研究を
行っている。宮嶋によると福祉科教育法等のシラバ
スには共通する部分と 3つに分類できる特徴的な部
分とからなっている。宮嶋の整理を参考に、国が示
した学士力答申（平成20年 8 月）にある、実質学修
時間の確保（事前事後学修＋授業）という観点を重
視し、本来的に必要とされる福祉科教育法等の単位
認定のための時間数を計算した。また、それに基づ
く授業配分を「修正後授業回数」として検討し表記
した。その上で、表 1で示した教科書等の内容を吟
味した。吟味した結果は、教科書（Ａ～Ｌ）につい
ては表 2の備考に示した◎～×の 4段階でレベル分
けした。参考＝副読本（ア～ソ）については、川廷
（1997）の手法を参考に吟味し、表 2中の右端列「対
応のある教科書・副読本」の「副読本」欄に、記号
で付記した。吟味し付記した根拠を以下に示す。
参考：ア・・総合的な時間の組み立て方を中心に記
述されている。介護・ふくしの町づくり・ボラ
ンティア教育に関するプランであり、授業プラ
ンに「発問」「説明」が用意され、生徒と教員
の応答の契機が、用意されている。
参考：イ・・対応なし。
参考：ウ・・福祉教育の理論と実践が詳細に記述さ
れている。福祉教育理論において、歴史を読み
解くことに力点が置かれ、かつ、歴史・概念・
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事前 授業 事後 A B C D E F G H I J K L 副読本
1 1回 オリエンテーション～社会福祉を取り巻く現状と課題 1
2 2回 教科「福祉」創設の背景と経緯について 1
3 3回 「福祉科」教育の理念と意義について 1
4 4回 福祉科の指導法の概要 1
5 5回 学習指導要領改訂の経緯と内容について 1
6 6回 教科「福祉」のねらいと各科目の内容 1
7 7回 「社会福祉基礎」の目標とその指導法 1
8 Ⅱ－１ 社会福祉学と「福祉」教科 1
9 Ⅱ－２ 福祉教育実践史に学ぶ　  1 1 1
10 Ⅱ－３ 理念の解説について(ノーマライゼーション） 1
11 Ⅱ－４ 理念の解説について（インクルージョン） 1
12 Ⅱ－５ 社会福祉法制について 1 1 1
13 8回 「介護福祉基礎」の目標とその指導法 2 2 2 ７回 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ × × × カ
14 9回 「コミュニケーション技術」の目標とその指導法 1 1 1
15 10回 「生活支援技術」の目標とその指導法 1 1 1
16 11回 「介護過程」の目標とその指導法 1
17 12回 「介護総合演習」の目標とその指導法 1
18 13回 「介護実習」の目標とその指導法 1
19 14回 「こころとからだの理解」の目標とその指導法 2 2 2 １０回 × × × × × ◎ × ◎ 〇 × × × キ
20 15回 「福祉情報活用」の目標とその指導法 2 2 2 １１回 〇 〇 〇 〇 × ◎ × ◎ 〇 × × × カ
21 16回 学習形態と指導方法 1
22 Ⅲ－１ 指導案・時案について 1
23 Ⅲ－２ 授業運営のあり方 1
24 Ⅲ－３ 年間指導計画の検討と学習指導案の作成 1
25 Ⅲ－４ 授業における教師・生徒間の相互作用 2 2 2 １４回 ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ × 〇 〇 〇 × × エ・カ
26 Ⅲ－５ 授業における教材解釈と認識の変容 2 2 2 １５回 ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ × 〇 〇 〇 × × エ・カ
27 Ⅲ－６ 福祉科指導における学習集団の学習支援 1
28 Ⅲ－７ 福祉科授業の分析・組み立て・構成 1
29 17回 教材の開発と工夫 1 1
30 Ⅳ－１ 教材研究と模擬授業（アクティブラーニング・セブンクロス） 1 1
31 Ⅳ－２ 教材研究と模擬授業（アクティブラーニング・四段階討議法） 2 2 2 １８回 × × × × × × × × × × × × ソ
32 Ⅳ－３ 教材研究と模擬授業（アクティブラーニング・特定要因分析法） 2 2 2 １９回 × × × × × × × × × × × × ソ
33 Ⅳ－４ 教材研究と模擬授業（アクティブラーニング・コラージュ法） 2 2 2 ２０回 × × × × × × × × × × × × ソ
34 18回 教科「福祉」学習指導案作成（1） ～準備 1 1
35 19回 教科「福祉」学習指導案作成（2） ～作成手順と実際 1 1
36 20回 模擬授業とその評価・討議（1）「社会福祉基礎」  2 2 2 ２２回 ◎ ◎ ◎ ◎ × △ × 〇 〇 × × × エ・カ
37 21回 模擬授業とその評価・討議（2）「介護福祉基礎」  2 2 2 ２３回 △ △ △ △ × △ × 〇 〇 × × × エ・カ
38 22回 模擬授業とその評価・討議（3）「コミュニケーション技術」  1
39 23回 模擬授業とその評価・討議（4）「生活支援技術」  1
40 24回 模擬授業とその評価・討議（5）「介護過程」 
41 25回 模擬授業とその評価・討議（6）「介護総合演習」 
42 26回 模擬授業とその評価・討議（7）「介護実習」 
43 Ⅳ－５ 実習と実習指導について 2 2 2 ２６回 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × 〇 〇 〇 × × エ・ク・ケ
44 27回 模擬授業とその評価・討議（8）「こころとからだの理解」  2 2 2 ２７回 × × × × × △ × 〇 〇 × × ×
45 28回 模擬授業とその評価・討議（9）「福祉情報活用」  2 2 2 ２８回 〇 〇 〇 〇 × △ × 〇 〇 × × ×
46 29回 福祉系高等学校の今後  2 2 2 ２９回 △ △ △ △ × × △ 〇 〇 × △ △ ウ・シ
47 30回 まとめ ～福祉科教員の資質と能力 1 2 3 ３０回 △ △ △ △ × × △ 〇 〇 × × × ウ・シ
60 60 60 180
備考：　◎＝項目を設けて十分な説明がある　〇＝定義や意味の記述のみ　△＝何らかの記述がある　×＝記述がない
× キ× 〇 〇 × ×× × × × 〇
× エ・カ
× × × × 〇 × 〇 〇 × × × コ
△ 〇 〇 × ×◎ ◎ ◎ △ ×
× エ・カ
△ △ △ △ △ × △ △ 〇 〇 △ ソ
× 〇 〇 〇 ×◎ ◎ ◎ △ △
× エ・カ
◎ ◎ ◎ △ △ × 〇 〇 〇 × × エ・カ
△ 〇 〇 〇 ×◎ ◎ ◎ △ △
×
× × △ × ◎ × ◎ 〇 × × ×
× ◎ 〇 × ×× × △ △ ◎
× ア・ウ・エ
△ △ △ △ △ △ △ △ × ◎ 〇 サ
× ◎ ◎ × ◎◎ ◎ ◎ △ △
× ウ・エ・カ
◎ ◎ ◎ △ △ × ◎ ◎ × × × ア・ウ・エ・オ・カ
× ◎ ◎ × ×◎ ◎ ◎ × ×
〇 エ・オ・カ
◎ ◎ ◎ × × 〇 ◎ ◎ × × × ウ・エ・カ
〇 ◎ ◎ 〇 〇◎ ◎ ◎ ◎ ◎
◎
△
◎
×
×
△
×
×
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
対応のある教科書・副読本実質学修時間数
ID
基本
型
Ⅱ～
Ⅳ型
具　体　的　内　容
修正後
授業回
１回
２回
３回
４回
１２回
2 2 １３回
2
６回
８回
９回2
５回
1
２１回
２４回
２５回
2 2 １６回
１７回
2
2
2
合計学修時間数
22
2 2
2 2
2
22 2
2 2
2 2
2
表 2 シラバス内容と事前・事後学修並びに授業回数と対応のある教科書・副読本
制度並びに社会福祉の固有性が明確。また、ボ
ランティア教育と福祉教育の概念規定を明らか
にするため、関連する「研究枠組み」「著名人
の言説」「実践としての国の動き」をふまえ、
福祉教育の展開が各領域から地域性と共にピッ
クアップし紹介している。
参考：エ・・「福祉」創設時の学習指導要領の読み
解き方が記述されている。福祉科創設当時、「社
会福祉学」がベースだったことを強調。「社会
福祉学」としての教科「福祉」のとらえ方を詳
述し、その中に、教科「社会福祉」ではなく、
教科「福祉」としての理由も書き込まれている。
参考：オ・・福祉教育＝小中学校と焦点化。福祉教
育と教育福祉の議論や言葉の定義、目的や位置
づけ、副読本の研究も網羅。福祉教育実践事例
が掲載され、全国の状況がわかる。副読本の使
用上の配慮事項が 8つにまとめられている。
参考：カ・・書名は「福祉科」であるが、内容は「社
会福祉の学び方と指導法」。社会福祉学の教育
研究の入門書であり、福祉教育を生涯にわたる
教育と認識し、キャリア教育でもあることを強
調。高校福祉科の各教科に対応した指導案が掲
載されており、具体的な授業の展開方法も記述
されている。
参考：キ・・ 6人の女性研究者による、 6領域に関
する読み物として事前学習に活用できる。
参考：ク・・介護等体験に行く前に読むと参考とな
る。社会福祉基礎構造改革前の、社会福祉の支
援に関する体系をもとに記述されている。［施
設＋対人援助］の記述に限定されている。
参考：ケ・・介護等体験に行く前に読むと参考にな
る。福祉ニーズを有する人々として「発達障
害」、体験するフィールドとして「特別支援学校」
が取り上げられている。文量が少ない。
参考：コ・・認知症の方とのコミュニケーションの
方法が具体的に示されている。
参考：サ・・教育・福祉・保育の領域で働くことを
めざす人の本。スクールソーシャルワークなど
の今日的課題のアウトラインを掴める。
参考：シ・・多くの研究者が、国内外の福祉・保育
課題を取り上げて論考している。授業の事前課
題として読ませるのに適している。
参考：ス・・社会福祉の用語を確認できる。
参考：セ・・授業でアクティブ・ラーニングを展開
できるようになるためのヒント、モデルが提示
されている。アクティブ・ラーニングのキー概
念が的確に盛り込まれ、アクティブ・ラーニン
グのポイントが何かはわかりやすい。
これらに留意して表 1・ 2を考察していく。現在
開講されている福祉科教育法等で活用されている教
科書は、出版年が古いものが多く認められた。出版
年の古い教科書は、2010（平成22）年度改訂の学習
指導要領にいう福祉科・9科目に対応できておらず、
不十分さが顕著であった。学習指導要領改訂後に出
版された教科書においては、執筆者の研究成果とし
ての書が多く、文部科学省がいう教科書としての体
裁が整えられていなかった。近年の大学教育改革の
流れの中で強調されているアクティブ・ラーニング
や教鞭を執るために必要な教材開発能力を高めるた
めの工夫やアイディアに関する記述に焦点が当てら
れた教科書も認められた。しかし、そうした教科書
では福祉科教育の歴史や背景、社会福祉の基礎に該
当する記述が薄くなる傾向があった。学習指導要領
が求める内容を網羅的に解説している解説書を教科
書に指定する事例も認められたが、同解説書の文量
はわずかであり、大学生の読書力から推測すると、
必要とされる学修時間を充分に満たすとは考えづら
いものであった。
これらのことを総じて述べれば、現在、福祉科教
育法等で活用されている教科書は、指定される一冊
のみで、通年180時間の学修を充分に学生に担保で
きるものとは言いがたい状況にあった。
副読本・教材においては、上記したように各々特
徴的な体裁を保持しており、特定の授業展開に活用
できたとしても、通年で活用できる教材とはなって
いない。したがって、副読本・教材は、複数を指定
し、用途に合わせた活用が工夫されなければならな
いだろう。その中には、本稿の検討の対象としな
かった高校福祉科の授業で活用する検定済み教科書
も含めて良いだろう。実教出版の教科書（表 1でい
う ID ＝21、22、27～30）では、科目ごとの「教科
書評価票」「授業展開案」「ルーブリック（評価規準）」
が附録されている。この附録を活用すれば、福祉科
教育法等の授業（表 2）でいう第18～26回に該当す
る模擬授業の準備・実施・評価・討議が容易に展開
できる。そして、高校における次期学習指導要領の
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実施は、平成34年度入学生からと予定されている。
この期までの 5年間を念頭におくと、教科書等のデ
ジタル化の深化への対応を議論する必要がある。
文部科学省（2016）は、「『デジタル教科書』の位
置付けに関する検討会議の最終まとめ」(以下「検
討会議のまとめ」と略す。）を公表した。「検討会議
のまとめ」では、紙の教科書がこれまで果たしてき
た役割を認めつつも、教育における情報化が進展す
る中で、児童生徒の学びを質・量両面から向上させ
るため、学びの手段や学習環境としての ICT の将
来性・可能性を見据えて、教科書への ICT の活用
の在り方について検討が求められると言及してい
る。デジタル教科書の具体的な使用形態は、①紙の
教科書中心で、補助教材としてデジタル教科書を用
いる、②紙の教科書中心で、一部（単元等）の学習
にデジタル教科書を使用する、③全ての教育課程の
履修に、デジタル教科書を主たる教材として使用、
の 3つの方法があるとされた。
総体として福祉科教育法等を教授するための教科
書等が不十分な状況にあり、求められる妥当な教授
を行うためには、紙媒体の限界を考慮し、デジタル
化への対応を念頭におき、教科書等の教材研究を推
進していく必要があると考えられる。
Ⅴ．結 論
佐々木・神波（2011）は、新たなソーシャルワー
ク専門教育が、より体感的で、参与型の演習教材を
求めているとした。それは、学生たちが「人生経験
の少なく」「いかに現代社会の変化に関心を寄せ、
その社会的変革への動機付けをしていくのか」が課
題であるからだという。佐々木らがいうように、
ソーシャルワーク実践のエッセンスをソーシャル
ワーク演習系授業において、明確、かつ適切に、如
何にして伝達できるかは常に課題とされてきた。福
祉実践教育の教材開発は、ソーシャルワークの専門
的実践を如何に提示し、「見える化」できるのかが
課題とされてきたことも事実である。冒頭述べたよ
うに福祉専門職養成教育は実践力を向上させ、専門
職「像」を伝達しようとしてきた実績がある一方、
こうしたジレンマを抱えている。それに加えて筆者
は、大学生を「実習」に送り出すことと高校生を「実
習」に送り出すこととの差異や配慮すべきことの再
整理が必要であり、そのための準備を教員側が如何
にすべきかを課題としたい。
以上から本稿の結論は、次の通りである。
専門教育「福祉」が、時代に即して高度化するた
めには、「福祉」研究のレベル（専門性や高度性）
の向上が望まれる。それを基礎として伝達すべき原
理・原則並びに理論が何であるのか、小中高大並び
に生涯にわたる福祉教育が如何に組み立てられるべ
きなのか。その中味と方法を教育現場と研究並びに
実践現場が議論し、科学的な根拠を得て教科書等に
反映させていかなければならない。よって教科書等
の研究開発は、教育現場との日常的なつながりの構
築とつながりの中で協働の研究としてなされること
が求められる。
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Study on Textbooks and Reference Books Used in Subject Welfare
Education Guidance Method
Jun MIYAJIMA
Summary
My research is the survey on Textbooks and Reference books (= Textbooks etc.) to be learned by the
teaching process of Welfare education guidance method.
As a result, I thought that Textbooks etc. were “Insufficient” to teach what be to need from our country
and education site. In the future, I thought that it is necessary to promote teaching material research in
keeping in mind the limitation of paper medium and response to digitalization. In that case, I think that
research on welfare should must be become high level. Based on such the goal, Textbooks etc. reflecting
scientific evidence are required to be developed from daily cooperation between welfare research and
education site.
Keywords：Welfare education guidance method, textbook,
Research on development of teaching materials
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